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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝

か
し
い
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
に

な
っ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
に
た
ま
わ
り
ま

し
た
心
温
ま
る
励
ま
し
と
ご
叱
正
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
政
の
推
進

に
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
２
０
１
１
年
、
今
年
こ
そ
は
良

い
年
で
あ
り
た
い
と
、
誰
も
が
願
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
激
動
、
波
乱
、
危
機
、
貧
困
、

雇
用
不
安
、
再
生
、
変
革
、
こ
ん
な
言
葉

を
何
度
使
っ
た
こ
と
か
。
国
民
の
期
待
を

担
っ
て
華
々
し
く
デ
ビ
ュ
ー
し
た
鳩
山
内

閣
は
短
命
の
８
カ
月
あ
ま
り
で
舞
台
を
降

り
、
日
本
を
根
本
か
ら
立
て
直
す
と
宣
言

し
て
誕
生
し
た
菅
内
閣
は
、
ね
じ
れ
国
会

の
な
か
相
次
ぐ
大
臣
の
失
言
問
題
も
あ
り
、

昨
年
９
月
に
は
第
２
次
菅
内
閣
が
発
足
し

ま
し
た
。
政
権
交
代
か
ら
１
年
あ
ま
り
、

国
民
が
１
票
に
託
し
た
期
待
に
応
え
て
い

る
と
は
と
て
も
言
い
難
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
わ
が
国
を
覆
う
閉
塞
感
を
打
ち
破
り
、

展
望
を
持
っ
て
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く

に
は
、
困
難
に
立
ち
向
か
う
気
概
と
英
知
、

創
造
力
を
備
え
た
リ
ー
ダ
ー
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

政
治
、
経
済
、
社
会
が
混
迷
し
先
行
き

の
不
透
明
な
な
か
、
地
方
は
高
齢
化
や
過

疎
化
、
財
政
難
や
経
済
の
疲
弊
な
ど
難
局

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
さ
え
危
う
い
「
限
界
集
落
」
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
農
山
漁
村
に
は

都
会
に
な
い
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
絆

が
あ
り
ま
す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

交
流
、
連
携
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
を

支
え
る
最
も
重
要
な
社
会
資
本
で
す
。
昨

年
６
月
に
政
府
が
採
択
し
た
「
新
し
い
公

共
」
宣
言
は
、
人
や
地
域
の
き
ず
な
を
取

り
戻
す
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
幸

い
、
越
前
町
に
は
、
相
互
扶
助
の
精
神
が

ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。
越
前
町
が
４

月
よ
り
導
入
予
定
の
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

構
想
」
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
母
体
と

し
て
、
合
併
前
の
旧
町
村
に
住
民
代
表
に

よ
る
運
営
委
員
会
を
設
け
、
町
か
ら
運
営

委
員
会
に
対
し
て
自
由
に
使
え
る
財
源
を

交
付
し
、
実
情
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
く
全
国
で
も
先
進
的
な
制
度

で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
の
こ
と
は
地
域
で

考
え
る
。
権
限
と
財
源
を
も
つ
運
営
委
員

の
活
動
が
発
展
す
れ
ば
、
地
方
分
権
な
ら

ぬ
域
内
分
権
が
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

い
ま
、
各
地
区
で
は
、
住
民
自
身
が
地
域

の
目
指
す
方
向
性
を
自
ら
決
め
、
主
体
的

に
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
の
熱
の

こ
も
っ
た
議
論
、
新
し
い
風
が
吹
き
始
め

て
い
ま
す
。

新
し
い
年
明
け
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

な
気
持
ち
で
お
迎
え
で
し
ょ
う
か
。
政
権

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
も
、
改
革
の

主
役
は
市
町
で
あ
り
、
国
か
ら
都
道
府
県

へ
、
都
道
府
県
か
ら
市
町
へ
と
権
限
や
財

源
、
人
員
を
移
す
改
革
の
流
れ
は
、
今
後

ま
す
ま
す
加
速
し
ま
す
。「
地
域
の
事
は
地

域
で
決
め
る
」
と
い
う
地
方
自
治
の
原
点

を
住
民
が
改
め
て
問
う
一
年
に
な
り
そ
う

で
す
。
そ
の
意
味
で
、
引
き
続
き
行
財
政

改
革
を
力
強
く
押
し
す
す
め
、
足
腰
の
強

い
越
前
町
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
が
、
次
の
大
き
な
飛
躍
へ

と
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

関
　
　
　
敬
　
信

越
前
町
長

𠮷
　
村
　
春
　
男

越
前
町
議
会
議
長

新年のご あいさつ
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、お
健

や
か
に
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
、心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、町
議
会
の
活
動
に
温
か
い
ご

支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
後
も
、町
民
の
皆
様
方
の
負
託
に
お
応
え

す
べ
く
、一
層
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、更
な
る
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、改
め
て
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、国
内
に
お
け
る
主
要
な
国
際
会
議
と

し
て
、10
月
に
は
今
後
10
年
間
の
世
界
の
環

境
保
全
の
未
来
を
左
右
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
が
約

８
、０
０
０
名
参
加
の
も
と
、名
古
屋
市
で

開
催
さ
れ
、11
月
に
は
横
浜
市
で
ア
ジ
ア
太

平
洋
の
20
の
国
・
地
域
の
代
表
を
迎
え
、8

日
間
の
日
程
で
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
開
催
さ
れ
、貿

易
・
投
資
の
自
由
化
、ビ
ジ
ネ
ス
の
円
滑
化
、

経
済
・
技
術
協
力
な
ど
の
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

一
方
、国
政
に
お
い
て
は
、国
が
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
だ
景
気
対
策
は
、日
銀
介
入

の
効
果
も
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、円
高
・
株
安

が
続
き
、依
然
と
し
て
低
迷
し
て
い
ま
す
。

　

失
業
率
は
僅
か
な
が
ら
改
善
さ
れ
て
き
て

い
る
も
の
の
、就
職
活
動
は
、就
職
氷
河
期
の

再
来
と
言
わ
れ
、厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　

景
気
浮
揚
は
、国
民
生
活
に
直
結
す
る
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、一
日
も
早
い
回
復
が
待

た
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、財
政
再
建
や
関
税
を
ほ
ぼ
例
外
な

く
撤
廃
し
、貿
易
自
由
化
を
目
指
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
農
業
問
題
、韓
国
と
の
竹
島
問
題
、ロ
シ
ア

と
の
北
方
領
土
問
題
、さ
ら
に
は
中
国
と
の

尖
閣
諸
島
問
題
な
ど
、多
く
の
外
交
課
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、本
町
に
お
い
て

は
、公
共
施
設
の
廃
止
を
含
め
た
整
理
統
合

や
、指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
る
行
政

の
ス
リ
ム
化
、維
持
管
理
費
の
削
減
な
ど
、行

政
改
革
が
実
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
は
、実
質
公
債

費
比
率
な
ど
、財
政
健
全
化
を
判
断
す
る
財

政
指
標
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、法
人
税
な
ど

の
税
収
も
落
ち
込
み
、国
か
ら
の
交
付
税
に

依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
体
質
は
変
わ
ら

ず
、今
後
も
更
な
る
財
政
の
健
全
化
に
向
け

た
自
助
努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
し
っ
か
り
と
検

証
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
管
理
棟
、越

前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
糸
生
分
館
等
の
整

備
を
は
じ
め
、災
害
時
に
お
け
る
地
域
現
況

の
迅
速
か
つ
的
確
な
把
握
の
た
め
、デ
ジ
タ

ル
防
災
行
政
無
線
設
備
整
備
工
事
が
着
工
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、２
月
に
は
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
建
設
、越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
改
修
が
完
了
予
定
で
あ
り
、織
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
関
し
て
は

本
年
中
の
着
工
を
予
定
す
る
な
ど
、各
地
区

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
施
設
の
整
備
が

継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
政
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、行
財
政

改
革
、地
域
整
備
、環
境
対
策
、教
育
や
福
祉

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、住
民
ニ
ー
ズ

を
念
頭
に
お
き
、町
執
行
部
と
互
い
の
知
恵

を
出
し
合
い
な
が
ら
、限
ら
れ
た
財
源
を
有

効
に
活
用
し
、町
政
発
展
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、議

会
に
対
す
る
ご
意
見
や
、更
な
る
ご
支
援
、ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、迎
え
ま
し
た
新
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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一般会計決算の状況 

 決算規模	 決算規模は、歳入、歳出ともに前年度決算額を下回りました。

 歳　　入	 歳入総額は、139億1,804万9千円で、景気低迷による町税の減少や町債の抑制などにより、前年度を7億9,978万2千
円下回り、5.4％の減となりました。

 歳　　出	 歳出総額は、129億3,365万2千円で、普通建設事業費や公債費の減少などにより、前年度を8億107万円下回り、5.8％
の減となりました。

　平成21年度一般会計、特別会計及び企業会計の決算が12月の
町議会定例会で認定されました。町税や補助金などが「どのく
らい入り」、「どのように活かされたか」をまとめた決算の概要を
お知らせします。

211億円

　一般会計、特別会計及び企業会計を合わせた歳入総額は、前年度より17億8,774万1千円減少（7.5%減）し220億2,992
万8千円、歳出総額は、前年度より16億5,444万9千円減少（7.3%減）し210億9,921万4千円となりました。歳入総額か
ら歳出総額を差し引いた収支は、9億3,071万4千円の黒字となりました。黒字となった9億3,071万4千円は平成22年度へ
繰越し、必要な事務事業の財源や借入金の繰上げ償還の財源として、大切に使用させていただきます。

※企業会計における不足額は、損益勘定留保資金などで補てんされています。

（単位：千円）

歳出総額

139億円歳入総額 129億円歳出総額
わたしたちのまちの決算報告

区　分
会　計

歳入（A） 歳出（B）
差し引き
（A－B）決算額 対前年比

(%)
決算額 対前年比

(%)

一　般　会　計 13,918,049 ▲ 5.4 12,933,652 ▲ 5.8 984,397

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 2,185,537 8.4 2,119,402 11.9 66,135

老 人 保 健 事 業 10,767 ▲ 95.5 10,767 ▲ 95.4 0

介 護 保 険 事 業 1,965,711 2.2 1,934,784 2.6 30,927

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 227,261 4.3 223,111 2.7 4,150

簡 易 水 道 事 業 633,806 ▲ 39.4 628,082 ▲ 39.7 5,724

公 共 下 水 道 事 業 1,138,582 ▲ 12.9 1,128,661 ▲ 13.4 9,921

集 落 排 水 事 業 513,250 ▲ 24.0 510,164 ▲ 23.6 3,086

温 泉 事 業 24,208 ▲ 63.3 22,464 ▲ 63.6 1,744

農林漁業体験実習館事業 25,024 ▲ 1.4 25,024 ▲ 1.4 0

企
　
業
　
会
　
計

上水道事業
収益的収支 249,063 3.5 246,458 2.5 2,605

資本的収支 80,648 ▲ 27.0 171,239 ▲ 12.8 ▲ 90,591

国 民 宿
舎 事 業

収益的収支 48,204 ▲ 49.9 49,146 ▲ 56.1 ▲ 942

資本的収支 0 0 13,826 2.2 ▲ 13,826

国民健康保
険病院事業

収益的収支 1,009,524 ▲ 8.2 1,002,195 ▲ 3.1 7,329

資本的収支 294 ▲ 99.2 80,239 ▲ 14.5 ▲ 79,945

合　　　計 22,029,928 ▲ 7.5 21,099,214 ▲ 7.3 930,714

平成21年度各種会計の決算状況

歳出

どんなことに使われたの？

目的別

■自主財源
（町が自主的に収入することができる収入）
町税は、前年度より1億7,277万7千円の減少
（7.0％減）、基金の取崩などの繰入金は、前年度
より2億1,084万4千円の減少（75.9％減）となり
ました。

■依存財源
（国や県などの意思により定められた金額が交付
されたり、割り当てられたりする収入）
町債は、前年度より8億1,160万円の減少（50.2％
減）、国庫・県支出金は、合わせて前年度より
6,112万1千円の減少（2.6％減）、地方交付税は3
億864万1千円の増加（5.2％増）、となりました。

■義務的経費（支出が義務づけられている固定的な経費）
人件費（議員・委員報酬、職員給与・共済費など）は、前年度より4,136万1千
円の増加（2.1％増）、扶助費（障がい者（児）・老人生活支援、乳幼児医療費
助成、児童手当支給など）は、前年度より5,251万8千円の増加（4.5％増）と
なりました。

■投資的経費（建設工事などに必要な経費）
普通建設事業費は、前年度より9億2,042万9千円の減少（30.0％減）となり
ました。

■その他の経費（義務的経費と投資的経費以外の行政運営に必要な経費）
物件費（事務執行経費や施設管理費など）は、前年度より2,171万5千円の増
加（1.6％増）、補助費等（団体・事業への負担金・補助金、一部事務組合への
負担金など）は、前年度より1億1,442万1千円の増加（6.3％増）、繰出金（特
別会計への支出金など）は、前年度より2,753万9千円の増加（1.7％増）とな
りました。

町税
22億8,117万円

地方交付税 
62億6,260万9千円

依存財源
97億8,408万円2千円

139億1,804万9千円
歳 入

自主財源
41億3,396万7千円

町債 8億530万円

県支出金
11億1,427万2千円

国庫支出金 
11億7,128万3千円

地方譲与税 1億3,184万円3千円
地方消費税交付金 2億215万2千円

繰越金
9億8,310万9千円

繰入金
6,709万3千円

分担金及び負担金
3億6,044万7千円

諸収入 1億7,090万2千円

使用料及び手数料
1億2,219万5千円

財産収入 1億3,736万1千円
寄付金 1,169万円
交通安全対策特別交付金 254万1千円
株式譲渡所得割交付金 196万2千円
配当割交付金 382万円1千円
利子割交付金 1,303万7千円
地方特例交付金 3,787万8千円

自動車取得税交付金 3,738万4千円

人件費
20億5,590万7千円

繰出金
16億2,884万4千円

投資的経費
21億5,220万6千円

その他の経費
55億623万円6千円

129億3,365万2千円
歳 出

義務的経費
52億7,521万円

普通建設事業費
21億5,220万6千円

維持補修費 
1億3,278万円

物件費
13億9,881万2千円

補助費等
19億3,314万1千円

積立金
3億7,105万9千円

貸付金
4,160万円

扶助費
12億2,446万
　　　 5千円

公債費
19億9,483万
　　　 8千円

性質別

歳入

商 工 費
商工業・
観光振興などに
6億912万9千円

議会運営、
基金積立などに
5億2,218万円1千円7億5,301万7千円

消 防 費
消防・
防災対策などに
6億518万7千円

公 債 費
町債
（借金）の返済に
20億871万9千円

民 生 費
高齢者・障がい者福祉、
子育て支援などに
26億6,306万円

教 育 費
小・中学校教育、社会教育、
スポーツ振興などに
15億2,721万9千円

総 務 費
情報通信網、コミュニティセンターの
整備、公共交通、交通安全対策などに
16億6,118万3千円

農林水産業費
主要作物の振興、農道・林道
整備、漁港改良などに
12億1,258万3千円

衛 生 費
健康づくり、母子健診、ごみ
処理などに

そ の 他

土 木 費

13億7,137万4千円

道路・河川改良、
住宅管理などに

平成21年度
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■より安全な道路への改良
◦町道改良事業　[86,335千円 ]　　
　町道の局部的な舗装、側溝の改良工事や危険箇所における災
害防除工事の実施
◦国県道改良事業　[53,376千円 ]
　国道305号、主要地方道武生米ノ線ほか、県施工の道路改良
工事経費の負担金
◦地域活力基盤創造交付金事業　[179,000千円 ]
　町道乙坂気比庄線・町道窪田線の消雪設備工事、宝泉寺グラ
ウンド線の道路改良（歩道整備）工事、町道中央線ほか５路
線の舗装修繕工事の実施

■災害救急対応の強化
◦鯖江・丹生消防組合丹生分署建設事業　[180,675千円 ]
　下河原地係に消防防災拠点として丹生分署を整備
■安全で良質な水の供給
◦朝日地区簡易水道統合整備事業　[204,480千円 ]
　萩野地区の配水管布設、糸生中部送水
ポンプ場・赤井谷排水ポンプ場の設置
などにより上水道区域、簡易水道区域
を統合　
◦織田地区統合簡易水道事業　[18,322千円 ]
　下河原・平等地係の配水管敷設替などを実施
■美しい水と環境を守る
◦雨水管渠整備事業　[65,290千円 ]　
　西田中・気比庄地係において雨水管渠を整備
■公共交通の確保と利用促進
◦地域公共交通活性化事業　[100,804千円 ]　
　コミュニティバス「フレンドリー号」の運行、路線バス利用
の高齢者と高校生への運賃補助、路線バス事業者に対する路
線維持支援補助などを実施

■出産と子育ての応援
◦乳幼児医療費無料化対策事業　[31,798千円 ]
　小学校就学前までのすべての乳幼児にかかる医療費の一部を
助成

■少子化対策の推進
◦妊婦・乳幼児健診事業　[17,834千円 ]　　
　県内医療機関における妊婦健診14回及び乳児健診3回分を助
成

■男女共同参画社会の推進
◦男女共同参画推進事業　[3,080千円 ]
　町民2,000人を対象とした男女共同参画に関する意識調査の
実施、「越前町男女共同参画推進条例」の制定、町内小中学校
や地区・団体を対象とした「気づき事業」の実施、男女共同
参画まちづくり推進員会や越前町男女共同参画ネットワーク
活動の充実、「えちぜん男女共同参画のつどい」などを開催

■国際交流の推進
◦国際交流事業　[8,595千円 ]　　
　国際員を配置し、在住外国人との文化交流を推進、国際交流
協会による国際交流フェスティバルの開催、国内外の交流都
市との児童交流などを実施

■学校 ICT（情報通信技術）環境の整備
◦学校 ICT環境整備事業　[68,597千円 ]　
　町内小中学校にデジタルテレビ・電子黒板を設置
■ホッケー場の整備
◦越前町人工芝ホッケー場整備事業　[165,740千円 ]
　ホッケー大会時の運営本部機能や競技コートの統括機能の充
実を図るため、管理棟を建設

■農業担い手の育成支援
◦明日の地域農業を支える担い手条件整備
事業　[7,994千円 ]
　農地保有合理化法人等が地域農業の
担い手となる認定農業者や認定生産
組織に対して機械リースを実施する
場合の機械導入費を助成

■水産業の振興
◦漁村再生交付金事業　[262,808千円 ]
　米の浦漁港の用地造成などを実施

■観光産業の活性化
◦観光周遊バス運行　[3,835千円 ]
　冬季観光客の町内観光施設の誘客と、観光客の交通手段の確
保のため、観光施設周遊バスを運行

■コミュニティセンターの整備
◦宮崎コミュニティセンター建設事業　[74,509千円 ]
　宮崎地区の地域コミュニティの拠点施設として宮崎コミュニ
ティセンターを新たに建設するための建設工事実施設計委託
業務などを実施

快適で安全に住めるまちづくり

健康で安心して暮らせるまちづくり

人が輝き交流で満ちあふれるまちづくり

元気で活力みなぎるまちづくり

個性豊かで誇りのもてるまちづくり

町民に開かれた健全行財政のまちづくり

平成21年度に実施した主な事業

財政指標

一般会計歳出決算（目的別）の推移

　平成21年度の歳出総額は、平成17年度に比べ約27億円減少しています。平成17年度の歳出総額が大きい理由は、町村合併
に際し、地域振興基金への積立て（約21億円）をおこなっているためで、その積立て分を除いても約6億円減少しています。
　本町決算の傾向として、各年度とも歳出総額に対し、民生費、教育費、公債費の占める割合が大きくなっています。公債費
の割合が大きい理由は、借入金の総額を減らして、後年度負担を軽減するために、平成18年度から平成21年度にかけて約20
億円の繰上償還を行ったためです。

●経常収支比率が88.1％とは、どういうことですか？
　家計に例えれば、平成21年度の給料などの収入が100万円
であったのに対し、食費や光熱水費、ローン返済など毎年必
要な支出が88万1千円で、残りが貯蓄や一括返済など、自由
に使えるお金ということです。
　市町村では一般的に、80％以下が望ましいと言われていま
す。

●実質公債費比率が16.4％とは、どういうことですか？
　経常収支比率と同じように、平成21年度の収入が100万
円あった家計に例えると、そのうち16万4千円は借金返済に
使ったということになります。
　実質公債費比率が18％以上の市町村は、新たな町債（借金）
を借入れる際に、県の許可が必要となります。

経常収支比率 88.1％ 実質公債費比率 16.4％
前年度より、2.0ポイント改善！ 前年度より、3.3ポイント改善！
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認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...

男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

区長会連合会の取り組み
～「地区における役員への女性登用推進」を決議～

第 69 回

Vol. 69

　越前町がオーストラリアのバードウッド高校と交流していることをご存知ですか？
　平成4年から親交のあるバードウッド高校は、南オーストラリア州人口6万の都市、アデレードヒルズ
にあります。多種多様な農作物、園芸、ぶどう栽培の地域として知られており、カンガルーやワラビー、エ
ミューなどの野生動物が生息している国立公園もあります。文化と芸術の都アデレード市へ1時間で行け
るなど、都市生活と地方生活両方を楽しむことが出来る都市です。
　そんなオーストラリアとの交流ですが、近年は2年に一度、生徒同士の派遣受入を中心に交流を続けてき
ました。今回も昨年秋にバードウッド高校生の受入を予定していましたが、残念ながら中止となりました。
派遣については、今年3月に越前町内の中学生のオーストラリア派遣を予定しています。

国際交流室　☎34－8713問合せ先

　12月7日の越前町区長会連合会で、地域での男女
共同参画を推進する決議案が提出され、活発な協議
の後、満場一致の拍手で決議されました。
　協議では、「スローガンだけでは進まない。行政
が率先して具体的な取り組みをするべき。」、「各区
によって役員の選出状況は違うから、一律にはでき
ない。」や、「現状は現状として、区長会連合会として
男女共同参画社会を推進する姿勢を示すことは大
事だ。」などの意見があり、農業委員会をはじめとす
る審議会などへの女性登用率は現在30.5％などの
説明がありました。
　男女共同参画社会づくりには、社会の基礎的単位である家庭や、最も身近な社会集団である地域が重
要な役割を担っています。
　このたびの区長会連合会の決議は、地域における推進の貴重な一歩であり、大きな推進力となります。

☆交流都市紹介☆　オーストラリア ～バードウッド高校～

▲満場一致の拍手で決議

男女共同参画室　☎34－8715問合せ先

「地域コミュニティ」の取り組み状況をお知らせします
～地域の賑わいは、みんなの手で～

　朝日・宮崎・越前・織田の各地区で、コミュニティセンター等を活動の場として、地域の皆さんが主体となって、
地域の特色を活かした賑わいのあるまちづくりをめざすため、その推進母体として、地域住民や各種団体を構成員
に「地域コミュニティ」の組織づくりを進めています。
　宮崎・越前・織田地区で立ち上がった設立準備委員会では、地域をどのように盛り上げるか、活気ある地域づく
りのためにはどんな活動に取り組めるかなどの意見を出し合い、組織の目的・活動・構成員などについて検討を重
ねています。

シ
リ
ー
ズ

行
政
改
革
⑩

■
宮
崎
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

設
立
準
備
委
員
会

■
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

設
立
準
備
委
員
会

■
織
田
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

設
立
準
備
委
員
会

　

宮
崎
地
区
で
は
、地
域
住
民
に

と
っ
て
宮
崎
が「
ふ
る
さ
と
」と
し

て
心
に
根
付
く
活
動
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
若
者
・
こ
ど
も
支
援
グ

ル
ー
プ
、地
域
活
性
化
グ
ル
ー
プ
な

ど
に
分
か
れ
、「
地
域
住
民
の
ふ
れ

あ
い
の
場
を
つ
く
り
た
い
。」「
地
区

の
行
事
に
若
者
文
化
を
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。」な
ど
、宮
崎
の
よ
さ

を
活
か
し
、幅
広
い
世
代
が
参
加
し

交
流
で
き
る
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、準
備
委
員
会
で
は
、目
的
・

活
動
・
構
成
員
な
ど
の
規
約
を
と
り

ま
と
め
、今
月
中
に「
宮
崎
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会
」の
設
立

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

設
立
後
の
最
初
の
活
動
と
し
て
、

新
設
の
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
開
館
に
合
わ
せ
、オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
予
定
で
す
。

（
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
お
知
ら
せ

し
ま
す
）

　

越
前
地
区
で
は
、９
月
に
越
前
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
設
立
準
備
委
員
会
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
第
１
回
の
会
議
で
は
、町

長
を
交
え
た
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

以
後
、月
１
回
の
会
議
を
開
催
し
、世
代
別

の
グ
ル
ー
プ
討
議
や
全
体
会
で
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、「
越
前
地
区
の
魅
力
を
地
域

住
民
が
感
じ
誇
り
に
思
え
る
よ
う
に
な
る

と
い
い
。」「
セ
ン
タ
ー
に
人
が
集
ま
る
だ
け

で
は
な
く
、人
と
人
と
が
つ
な
が
る
た
め
の

活
動
が
大
切
。」「
セ
ン
タ
ー
は
、地
区
の
情

報
が
集
ま
り
、地
区
内
外
に
発
信
す
る
場
と

し
て
は
ど
う
か
。」な
ど
の
熱
い
意

見
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」の
設
立
に
向
け
、活
動
内

容
や
組
織
構
成
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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子

　

橋　
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勇　

人
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海　

廣　

利

　

梅　

野　

江
里
那

　

大　

橋　
　
　

歩

（
◎
は
委
員
長
）

越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局
長

森
川　

敏
治

　

す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
と
風

光
明
媚
な
海
岸
段
丘
が
育
む
越

前
地
区
の
取
り
組
み
は
、９
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
、地
域
の
人
が
楽
し
く
ふ
れ

あ
い
、心
豊
か
な
人
づ
く
り
、地

域
づ
く
り
を
推
進
し
、親
睦
を

深
め
る
な
ど
、地
域
住
民
の
福

祉
の
向
上
と
住
民
交
流
の
拠
点

と
し
て
、地
域
の
皆
さ
ん
が
利

用
で
き
る
交
流
の
場
で
す
。

　

地
域
に
暮
ら
す
人
が
越
前
町

に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
、越
前

町
に
住
み
た
い
と
思
う
よ
う
な

楽
し
い「
ま
ち
づ
く
り
」を
め
ざ

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

織
田
地
区
で
は
始
め
に
、「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」で
め
ざ
す
ま
ち
づ

く
り
の
テ
ー
マ
を
議
論
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、大
き
な
テ
ー
マ
を「
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
」と
し
、全
員
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
を

『
ま
ち
づ
く
り
を
皆
で
考
え
、意
見

を
出
す
場
』と
し
、地
域
住
民
や
各

種
団
体
が
連
携
し
、ま
ち
づ
く
り
活

動
を
進
め
て
は
ど
う
か
。」「
織
田
地

区
の
団
体
が
お
互
い
に
情
報
や
意

見
を
交
換
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、よ
り
地
域
が
一
体
と
な
る
の

で
は
な
い
か
。」「
織
田
の
伝
統
文
化

の
継
承
を
と
お
し
世
代
間
の
つ
な

が
り
を
も
っ
て
は
ど
う
か
。」な
ど
、

織
田
ら
し
さ
を
活
か
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
話
し
合
い
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
内
容
や
組
織

構
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

▲グループでの検討の様子

▲全体会での検討

▲全体会での検討
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親
子
で
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
！

　

11
月
28
日
、朝
日
小
学
校
体
育

館
で
親
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、町
内
の
小
学
校
１

年
生
と
保
護
者
42
組
90
人
が
参
加

し
、赤
・
青
・
黄
色
の
３
組
に
分

か
れ
て
、な
わ
と
び
、玉
入
れ
、キ

ン
ボ
ー
ル
お
に
ご
っ
こ
、じ
ゃ
ん

け
ん
ゲ
ー
ム
、ス
ト
ロ
ー
リ
レ
ー
、

ネ
ッ
ト
パ
ス
リ
レ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
元
気
な
子
ど
も
た
ち
に
負
け

じ
と
保
護
者
も
汗
を
に
じ
ま
せ
な

が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
・
21
日
に
、滋
賀
県
立
伊
吹
運
動
場
で
第
33
回
西

日
本
中
学
生
６
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
、朝
日

中
学
校
男
子
３
チ
ー
ム
・
女
子
１
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　　

大
会
に
は
、男
子
28
チ
ー
ム
、女
子
20
チ
ー
ム
が
出
場
し
、朝

日
中
学
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
見
事
優
勝
。
女
子
チ
ー
ム
も

決
勝
へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。
決
勝
で
は
伊
吹
山
中
学
校（
滋

賀
県
）と
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、善
戦
む
な
し
く
延
長
の

末
、Ｐ
Ｓ
戦
で
０
対
２
で
敗
れ
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、27
日
・
28
日
に
は
、同
会
場
で
第
33
回
西
日
本
小
学

生
６
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
、朝
日
、常
磐
、

EchizenH
O

M
ES

の
３
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
男
子

６
チ
ー
ム
、女
子
５
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、男
子
24
チ
ー
ム
、女
子
20
チ
ー
ム
が
参
加
し
、男

子
の
部
で
は
、朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
少
が
、春
照
ホ
ッ
ケ
ー
ス

ポ
少（
滋
賀
県
）に
両
者
点

数
が
入
ら
ず
迎
え
た
Ｐ
Ｓ

戦
で
勝
利
し
、見
事
２
年

ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、女
子
の
部
に
お

い
て
も
常
磐
ス
ポ
少
が

鳥
取
Ｊ
ｒ
．（
鳥
取
県
）を

１
対
０
で
破
り
、
２
年

連
続
２
回
目
の
優
勝
。

EchizenH
O

M
ES

が
各

務
原
市
オ
レ
ン
ジ
シ
ャ
ー

ク
ス（
岐
阜
県
）に
１
対
０

で
勝
利
し
３
位
に
な
り
ま

し
た
。

水
島
さ
ん（
織
田
）が

平
成
22
年
秋
の
藍
綬
褒
章
を
受
章

西
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

朝
日
ス
ポ
少
男
子
、
常
磐
ス
ポ
少
女
子
、

朝
日
中
学
校
男
子
が
優
勝
！

　

織
田
地
区
の
水
島
正
さ
ん
が
、平
成
22
年
秋
の
藍
綬
褒
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
嶋
さ
ん
は
昭
和
58
年
か
ら
平
成
16
年
ま
で
の
24
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
、旧
織
田
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
10
年
か
ら
6
年
間
、会
長

と
し
て
地
域
社
会
の
福
祉
増
進
の
貢
献
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
さ
れ
、こ
の
た
び
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

▲中学生男子の部で優勝した朝日中学校の選手たち

▲中学生女子の部で準優勝した朝日中学校の選手たち

▲優勝した朝日スポーツ少年団男子チーム・常磐スポーツ少年団女子チーム

越
前
町
百
景
応
募
作
品
が
選
定
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
27
日
、「
越
前
町
百
景
応
募
作
品
」の
選
定
が
行
わ
れ
、次

の
皆
さ
ん
の
作
品
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
定
さ
れ
た
人
の
お
名
前
と
作
品
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、選
定
さ
れ
た
作
品
は
、「
福
井
百
景（
仮
称
）」の
作
品
と

し
て
県
に
提
出
し
、県
が
作
品
を
選
定
し
ま
す
。

嵐　
　

清
市 （
越
前
海
岸
）、（
日
吉
神
社
・
江
波
）

小
川　
　

茂 （
日
吉
神
社
・
内
郡
）

加
藤　
　

実 （
閑
古
な
石
段
）、（
越
知
神
社
の
殿
池
）

河
口　

秀
樹 （
千
足
杉
）

河
口
よ
し
子 （
蝉
丸
の
墓
）

川
波　

堯
子 （
越
前
岬
灯
台
）　　

岸
本
よ
し
子 （
立
派
で
綺
麗
な
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

向
當　

美
鈴 （
相
ノ
木
邸
）　　

小
西　

加
純 （
劒
神
社
の
鎮
守
の
森
）

小
西
真
由
美 （
玉
川
漁
港
）、（
呼
鳥
門
）

佐
々
木
崇
哉 （
織
田
信
長
像
）

清
水　

元
博 

（
越
前
陶
芸
館 

自
然
庭
園「
幽
石
庭
」）、（
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
）

竹
澤　

健
児 （
江
波
集
落
の
町
並
み
）　　
　

橘　
　

和
幸 （
稚
児
の
松
）

堤　
　

邦
夫 （
越
前
の
夕
日
）、（
あ
さ
ひ
ま
つ
り
の
行
灯
山
車
）

戸
田　

栄
市 （
岩
と
緑
と
布
ヶ
滝
）、（
越
前
海
岸
の
二
見
が
浦
）

橋
本　

泰
英 （
宮
崎
小
学
校
か
ら
見
た（
正
面
）風
景
）　　

前
川
扶
美
子 （
竹
林
庭
園
）

牧
田　

光
平 （
天
王
川
と
桜
）　　

三
田
村
廣
仁 

（
越
前
町
中
心
市
街
地
の
眺
望
）、（
越
前
焼
の
ふ
る
さ
と
）

山
﨑　

美
和 （
朋
楽
の
里
）、（
織
田
文
化
歴
史
館
）　　

渡
辺　

和
夫 （
梨
子
ヶ
平
の
棚
田
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

第
15
回
醍
醐
敏
郎
杯

　
全
国
少
年
柔
道
錬
成
大
会
制
覇

　

11
月
21
日
に
長
野
県
で
醍
醐
敏
郎
杯
の
第
15
回
大
会
が
開

か
れ
、団
体
戦
小
学
生
低
学
年
の
部
で
、實
心
館
仲
保
道
場
林

空
音
さ
ん（
織
１
年
）、林
滉
輝
さ
ん（
織
小
2
年
）、河
端
悠

さ
ん（
城
小
3
年
）、中
橋
大
貴
さ
ん（
四
小
4
年
）、林
大
智
さ

ん（
織
小
4
年
）が
初
勝
利
を
飾
り
ま
し
た
。

　

同
部
に
は
１
５
８
チ
ー
ム
が
参
加
、實
心
館
仲
保
道
場
は

１
～
５
回
戦
を
順
調
に
勝
ち
抜
き
８
強
入
り
し
ま
し
た
。

準
々
決
勝
、準
決
勝
は
と
も
に
代
表
選
に
も
つ
れ
込
む
熱
戦

と
な
り
ま
し
た
が
、副
将
の
中
橋
さ
ん
が
勝
利
を
も
の
に
し

ま
し
た
。
決
勝
は
高
尾
警
察
少
年
柔
道
部
Ａ（
東
京)

に
３ｰ

２
で
勝
利
し
、頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　11月5日、宮崎小学校3年生が交流給食会を行い、たけのこ部会長の中
西さん、おもいで屋代表の武藤さん、花みずき味人の武田さん・宮川さんら
が招かれました。この日は宮崎地区特産のたけのこや武藤牧場の牛肉を
使った給食が振る舞われました。また、児童たちは武田さん・宮川さんか
らニューピーの葉を入れたなんば味噌作りを習い、給食の時に試食し、出
来上がりに満足のようでした。後日、児
童たちは交流給食会に参加した4人に
お礼の手紙を渡し、給食においしい食材
を提供してくださっていることへの感
謝の気持ちを伝えました。
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朝日地区 宮崎地区 越前地区 織田地区
担当地区 氏　名 担当地区 氏　名 担当地区 氏　名 担当地区 氏　名

本通１・２・３区
宮前１・２区 宮﨑　成子 熊谷・古屋・

増谷 西野　千信 玉川 孫谷　正美 鎌坂・北・東 駒野傳一郎

本通４・５・６区 鷲田みよ子 小曽原第１区 山内紀代子 血ヶ平 山内　洋子 高橋 小塙　文江
駅前１・２・３区 千秋　英三 小曽原第２・３区 籔内　光子 左右 作藤あい子 辻・馬場 小辻　和夫

内郡 阪下知恵子 江波第１区 竹内　忠夫 梨子ヶ平 山下　信一 上野・矢倉 水嶋　幸男
朝日 藤田　彦一 江波第２・３区 山﨑　靖憲 上　　瀬 嘉奈　　宏 寺家 奥田　紀子

上川去・春日 月田由美子 広野・蚊谷寺 山岸　康秀 中筋･下側 森本　敏雄 杉の花・市場・堤 小辻　良子
岩開・宇田 平井　弘子 樫津第１・2区 近藤　善英 上　　側 長谷　裕司 平等・下河原 三田村末子

佐々生 細川　光男 八田新保・舟場 増田　　勇 鷺　　崎 片岡　洋子 中・大王丸
三崎・打越 相馬　節子

気比庄 堤　　邦夫 八田 中西　俊夫 宿 皆川　　猛 四ツ杉・下山
中・上山中 堀　絹子

新庄・馬場 木下　賢一
円満・上野・野
宇須尾・大谷

蝉口･寺
河合　敏子 新　　保 鶴沢麻里子 細野・岩倉・笹

川・桜谷・脇谷 伊藤喜代數

田中・市 竹内　照夫 主任児童委員 武田由美子 城ヶ谷 森川　照美
赤井谷・山田・
丸山・萩野の
里・西ヶ丘

渡辺さきえ

乙坂 清水カヨ子 小樟（北） 川上　久枝 入尾・笈松 佐々木　嵩
栃川 齊藤　元始 小樟（南） 増田　義一 上戸 山下眞理子

宝泉寺・天王 森下　重美 大　　樟 小平　房枝 主任児童委員 川上　絹子
金谷・青野・頭
谷・茱原・境野 爲國　信一 道　　口 川畑　良子

横山・野末
大畑・牛越 五島　邦代 厨（北） 別司　正晴

小倉・大谷寺 渡邉　　啓 厨（中） 岩﨑　満子
下糸生・野田

葛野 漆﨑　俊美 厨（南） 増田　　正

上糸生・脇・中
野・大玉・清水 渡辺美智江 茂　　原 髙橋　　幸

森・杖立・小川
真木・天谷 藤澤　俊男 白　　浜 荒矢　吉廣

主任児童委員 馬谷　友江 高　　佐 仲間　一石
米ノ（北）・

六呂師 山本　明男

米ノ（南）・
午房ヶ平 山本　正幸

主任児童委員 髙田久代子

民
生
委
員
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

ふ
る
さ
と
大
使
協
賛
店
募
集
の
お
知
ら
せ

　

越
前
町
で
は
、ふ

る
さ
と
納
税
制
度
に

よ
る
寄
附
を
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
町
外

の
人
に
、「
越
前
町

ふ
る
さ
と
大
使
カ
ー

ド
」を
進
呈
し
て
い

ま
す
。「
ふ
る
さ
と

大
使
カ
ー
ド
」と
は
、

『
ふ
る
さ
と
大
使
協

賛
店
』で
カ
ー
ド
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
各
種
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。
町
で
は
、こ
の「
ふ
る
さ
と
大
使
協
賛
店
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。『
ふ
る
さ
と
大
使
協
賛
店
』に
登
録

す
る
と
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
の
で
、全
国

に
お
店
を
宣
伝
で
き
ま
す
。
特
典
の
提
供
は
、お
店
の
営
業

形
態
に
応
じ
て
自
由
に
設
定
で
き
ま
す
が
、基
本
的
に
は
、

来
店
し
た
と
き
に
効
力
が
生
じ
る
も
の
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
例
：
ご
宿
泊
の
お
客
様
に
ウ
ェ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ

ス
）協
賛
店
登
録
の
申
込
は
無
料
で
す
。
皆
様
か
ら
の
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
政
策
調
整
室　

☎
３
４ｰ

８
７
１
４　

申
込
み
先
ア
ド
レ
ス　

seisaku@
tow

n.echizen.lg.jp

越前町
ふるさと
大使

越前町
ふるさと大使
協賛店

越前町
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12
月
１
日
付
け
で
、民
生
委
員
児
童
委
員
に
次
の
皆
さ
ん

が
決
ま
り
ま
し
た
。（
任
期 

平
成
25
年
11
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
）

越前町民生委員児童委員名簿

あ
つ
あ
つ
鍋
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
募
集

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
お
知
ら
せ

　
「
お
た
と
う
ふ
」の
臼
屋
祐
樹
夫
社
長
を
お
迎
え
し
て
、豆

腐
づ
く
り
と
お
い
し
い
鍋
料
理
で
あ
つ
あ
つ
な
時
間
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
２
月
５
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
２
、０
０
０
円

対
象
者　

　

男
性　
越
前
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
未
婚
の
人　

12
人

　

女
性　

未
婚
の
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
人

申
込
方
法　

役
場
・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け

の
申
込
書
ま
た
は
、電
話
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

な
お
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

　
　
　
　

き
ま
す
。

申
込
期
限　

１
月
28
日(

金)

申
込
先　
子
育
て
支
援
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

　

町
で
は
、町
税
な
ど
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
財
産

に
つ
い
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
売
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
回
の
公
売
の
参
加
申
し
込
み
や
入
札
の
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。

物
件
の
公
開
・
参
加
申
込
み
期
間

１
月
7
日（
金
）午
後
１
時 

～ 

１
月
21
日（
金
）午
後
11
時

入
札
期
間

１
月
27
日（
木
）午
後
１
時 

～
１
月
30
日（
日
） 

午
後
11
時

　

詳
し
く
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
お
知
ら
せ
」ま
た
はY

ahoo! JA
P

A
N

の「
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★友だちとのつながりを深める時期
　仲間としての関係が育ちあう中で、がんばっている姿を認めてもらえると自信を持ち、
　それが自立心へとつながります。

★小学校入学に向けての大切な準備期間
　小学校入学前は保護者も子どもも期待と不安で一杯です。楽しく安心して学校生活が
　送れるよう、その子のペースにあった方法で、サポートしてあげましょう！

あいさつできるかな？
おはよう・こんにちは
いってきます・ありがとう

自分のことは自分で
できるかな？
１．洗顔・歯磨き
２．着脱
３．整理整頓
４．登校前に用便を済ます
５．食事は20分～ 30分

生活サイクルの見直し
早寝・早起き・朝ごはん

入学までにできるといいね！
１．自分の名前を読んだり書いたりする
２．保護者の名前、住所を言える
３．学校から家までの通学路がわかる

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、社
会
福
祉
の
精
神
を
持
っ
て
住

民
の
相
談
に
応
じ
、必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
で
、社
会
福

祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、民
生
委
員
児
童
委
員
の
中
で
も
、特

に
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
に
つ
い
て
、専
門
に
担

当
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）



秋惜む向ひの寺も鐘を打つ　　　　　木村　松子
大根引き終えし畑の穴模様　　　　　山内　節子

野ねずみの歯型付きゐる甘藷掘る　　山内　照子
どつと湧く落語の笑ひ冬座敷　　　　山内　昭子
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日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の

人
は
、国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

自
営
業
者
・
学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー
の
人
な
ど
が
20
歳
に

な
っ
た
と
き
は
、住
所
地
の
市
町
村
役
場
へ
国
民
年
金
加
入

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
人
が
20
歳
に

な
っ
た
と
き
は
、勤
務
先
を
経
由
し
て
加
入
の
手
続
き
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

な
お
、20
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
中
の
人

は
、加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
き
ち
ん
と
し
て
、保
険
料
を

納
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、学
生
の
人
や
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
人
の
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例
」や「
若
年
者
納
付
猶

予
」な
ど
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
と
併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

　

公
的
年
金
制
度
で
は
、す
べ
て
の
制
度
に
共
通
し
て
使
用

さ
れ
る
基
礎
年
金
番
号
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
と
基
礎
年
金
番
号

が
記
載
さ
れ
た
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
、加
入
記
録
や
保
険

料
の
納
付
状
況
な
ど
が
こ
の
番
号
で
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
手
帳
は
、年
金
に
関
す
る
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
武
生
年
金
事
務
所　

☎
２
３ｰ

１
１
２
３

母
子
家
庭
等
の
巡
回
相
談
会

20
歳
か
ら
国
民
年
金

●
養
育
費
相
談
会

日　
時　
1
月
17
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で　

場　
所　
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会（
西
田
中
）

相
談
内
容　

養
育
費
の
取
り
決
め
方
や
、支
払
い
が
履
行
さ
れ

　
　
　
　

ず
困
っ
て
い
る
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
●
就
業
相
談
会

日　
時　
1
月
21
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で　

場　
所　
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会（
西
田
中
）

相
談
内
容　

就
業
相
談
か
ら
就
業
支
援
講
習
会
の
ア
ド
バ
イ

　
　
　
　

ス
、情
報
の
提
供
な
ど

※
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、電
話
相

　

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
先

　

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
５
１ｰ

０
０
３
４

　

ま
た
、母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
丹

南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
６ｰ

２
１ｰ

０
７
３
３

　

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
５
１ｰ

０
０
３
４

水
洗
化
の
お
願
い

　

下
水
道
は
、各
家
庭
や
工
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
た
水
を

集
め
、き
れ
い
に
す
る
事
に
よ
り
生
活
環
境
を
良
く
し
、ま

た
、河
川
の
水
質
を
保
全
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

越
前
町
で
は
、下
水
道
の
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
、水
質
保

全
や
生
活
環
境
の
向
上
に
む
け
て
の
体
制
が
整
っ
て
い
ま

す
が
、平
成
22
年
３
月
末
現
在
、下
水
道
を
整
備
し
た
区
域

で
の
水
洗
化
率（
接
続
率
）は
88
％
で
、残
り
の
12
％
の
人
が

未
接
続
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
下
水
道
も
町
民
の
皆
さ
ん
が

積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、生
活
環
境
の
改

善
・
海
や
川
の
水
質
保
全
と
い
う
、下
水
道
の
効
果
も
期
待

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
を
は
ぐ
く
み
、生
命
の
営
み
を
支
え
る〝
水
〟。

こ
の
大
切
な
水
を
守
り
、貴
重
な
財
産
と
し
て
未
来
に
伝
え

る
た
め
に
も
、私
た
ち
の
生
活
雑
排
水
を
き
れ
い
に
す
る
下

水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
上
下
水
道
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
７

農
地
の
貸
し
借
り
が
安
心
し
て
で
き
ま
す

農
地
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
法
に
よ
る「
利
用
権
設
定
」で
あ
れ

ば
、貸
し
た
農
地
は
設
定
し
た
期
間
が
終
了
す
れ
ば
、離
作

料
な
ど
を
支
払
う
こ
と
な
く
農
地
の
所
有
者
に
返
っ
て
く

る
た
め
、安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
が
行
え
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、農
地
を
借
り
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い

意
欲
あ
る
農
業
者
と
、高
齢
や
勤
め
な
ど
の
事
情
で
耕
作
で

き
な
い
農
地
所
有
者
と
の
間
で
、農
地
貸
借
等
の
権
利（
利

用
権
）を
設
定
し
、農
地
の
有
効
利
用
と
農
業
の
振
興
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
権
設
定
は
、町
が
農
業
委
員
会
の
決
定
を
経
て
農
用

地
利
用
集
積
計
画
を
作
成
し
、公
告
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果

が
生
じ
設
定
さ
れ
ま
す
。（
農
地
法
上
の
許
可
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。）当
町
で
は
毎
年
３
月
の
農
業
委
員
会
の
決
定
を

経
て
、４
月
に
公
告
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
権
設
定
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
利
用
権
設
定
の
申
請
に
つ
い
て

　

利
用
権
設
定
に
よ
る
農
地
の
貸
し
借
り
を
希
望
す
る
人

は
、「
農
用
地
利
用
集
積
計
画
書
」を
農
林
水
産
課
ま
で
提
出

く
だ
さ
い
。

☆
貸
し
手
の
要
件
☆

　

⑴
農
業
者
年
金
の
受
給
者
で
な
い
こ
と
。

　

⑵
申
し
出
の
農
地
は
、小
作
地
で
な
い
こ
と
。

●
受
付
期
間

　

4
月
公
告
分
… 

２
月
10
日
ま
で

問
合
せ
先　
農
林
水
産
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
４

問
合
せ
先　
越
前
町
農
業
委
員
会　

☎
３
４ｰ

８
７
０
４

　

平
成
21
年
12
月
15
日
よ
り
改
正
農
地
法
な
ど
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
改
正
農
地
法
の
施
行
に
あ
わ
せ
農
業
経
営
基

盤
強
化
法
、農
振
法
、農
協
法
の
改
正
や
相
続
税
納
税
猶
予

制
度
の
見
直
し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
地
を
貸
し
や
す
く
借
り
や
す
く
し
、農
地
を
最
大
限
利
用

●
農
地
法
の
目
的
な
ど
の
見
直
し

　

農
地
は
、「
耕
作
者
自
ら
が
所
有
す
る
こ
と
を
最
も
適
当

と
す
る
」と
い
う
考
え
方
を
、「
農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
促

進
す
る
」に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
農
地
を
利
用
す
る
人
の
確
保
・
拡
大

　

農
地
の
所
有
は
耕
作
者
主
義
を
尊
重
し
、引
き
続
き
農
業

従
事
者
ま
た
は
農
業
生
産
法
人
に
限
ら
れ
ま
す
。
一
方
、賃
借

に
つ
い
て
は
、一
般
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
法
人
で
も
一
定

の
条
件
の
も
と
に
利
用
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
耕
作
放
棄
地
対
策
の
強
化

　

耕
作
放
棄
地
所
有
者
な
ど
に
対
す
る
指
導
・
勧
告
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
以
上
の
農
地
の
減
少
を
食
い
止
め
、農
地
を
確
保

●
農
地
転
用
規
則
の
厳
格
化

　

公
共
施
設
へ
の
転
用
は
、許
可
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

● 

違
反
転
用
に
対
す
る
罰
則
強
化

　

違
反
転
用
や
原
状
回
復
命
令
違
反
者
へ
の
罰
則
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。（
法
人
：
罰
金
３
０
０
万
円
⇨
1
億
円
）

●
相
続
に
お
け
る
権
利
移
転

　

相
続
な
ど
に
よ
り
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
人
は
、農
業

委
員
会
へ
の
届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

農
地
税
制
の
見
直
し

●
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の
見
直
し

　

農
地
を
貸
す
と
打
ち
切
り
に
な
っ
た
納
税
猶
予
で
す
が
、

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、認
定
農
者
な
ど
の
担
い
手
に
貸

し
た
場
合
は
適
用
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先　
農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
３
４ｰ

８
７
０
４

越
前
町
賃
借
料
情
報

　

改
正
農
地
法
が
平
成
21
年
12
月
15
日
施
行
さ
れ
、標
準
小

作
料
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、従
来
の
標
準
小

作
料
に
代
わ
り
、農
業
委
員
会
が
過
去
1
年
間
に
実
際
に
締

結
さ
れ
た
賃
借
料
情
報
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
締
結（
公
告
）さ
れ
た

賃
貸
借
に
お
け
る
10
ア
ー
ル
当
た
り
の
田(

水
稲)
の
賃
借

料
水
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

公告された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 備考

旧朝日町

朝日地区 12,571円 20,000円 12,000円 63筆

常磐地区 ― ― ― ―

糸生地区 9,750円 12,000円 6,000円 16筆

旧宮崎村 7,354円 12,000円 2,400円 51筆

旧織田町
織田地区 ― ― ― ―

萩野地区 ― ― ― ―

旧越前町
四ヶ浦地区 ― ― ― ― 　

城崎地区 ― ― ― ― 　

越前町合計 10,137円 20,000円 2,400円 132筆
使用貸借権設定

328件
(71.3%)

※使用貸借権とは、借主が借用物を無償（0円）で使用収益できる権利です。
※－は、農地法及び農業経営基盤強化法に基づき締結（公告）の該当データが無です。
※データ数は集計に用いた筆数です。平均額はデータ数による加算平均の値です。
※賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60kg 当たり12,000円に換算しています。

　

１
月
、２
月
の
粗
大
・
有
料
粗
大
ご
み
の
収
集
は
、冬
期

間
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。

　

各
地
区
の
休
み
と
な
る
日
は
、下
記
の
と
お
り
で
す
。

【
各
地
区
の
収
集
休
み
の
日
】

問
合
せ
先　
保
健
衛
生
課　

☎
３
４ｰ

８
７
１
０

冬
期
間
に
お
け
る
粗
大
・
有
料
粗
大
ご
み

収
集
日
の
休
み
に
つ
い
て

朝
日
地
区
平
成
23
年
１
月
の
第
４
火
曜
日

宮
崎
地
区
平
成
23
年
１
月
の
第
３
火
曜
日

越
前
地
区
平
成
23
年
２
月
の
第
１
土
曜
日
（
有
料
粗
大
ご
み
）

平
成
23
年
２
月
の
第
４
木
曜
日
（
粗
大
ご
み
）

織
田
地
区
平
成
23
年
２
月
の
第
３
水
曜
日
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「
福
井
の
冬
」
お
届
け
し
ま
す

交
通
災
害
等
遺
児
就
学
支
度
金
制
度
の
ご
案
内

平
成
23
年
越
前
消
防
団
出
初
式

自
衛
官
募
集
　
明
日
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

福
井
を
離
れ
て
お
住
ま
い
の
親
戚
や
友
人
な
ど
に
、日
頃

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、福
井
の
冬
の
風
物
詩「
越
前
水

仙
」を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
み
い
た
だ
い
た
人
の
中

か
ら
抽
選
で
20
人
に
ふ
く
い
の
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

代　
金　
　

20
本　

２
、３
０
０
円
か
ら

申
込
期
間　
　

１
月
20
日(
木)
ま
で

問
合
せ
先　

ふ
く
い
の
越
前
水
仙
Ｐ
Ｒ
実
行
委
員
会

（
福
井
県
農
林
水
産
部
園
芸
畜
産
課
内
）

T
E
L
０
７
７
６ｰ
２
０ｰ

０
４
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７
６ｰ
２
０ｰ
０
６
５
１

　

こ
の
制
度
は
、生
計
を
一
に
し
て
い
た
父
、母
ま
た
は
未
成

年
後
見
人
を
交
通
災
害
等（
※
）で
失
っ
た
児
童
に
対
し
、小
学

校
ま
た
は
中
学
校
入
学
時
に
支
度
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

支
度
金
は
、生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
又
は
、町
民
税
の

所
得
割
が
か
か
っ
て
い
な
い
世
帯
の
保
護
者
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

※
交
通
災
害
等
と
は
？

　

交
通
災
害
、労
働
災
害
、地
震
・
水
害
等
の
天
災
、病
死
な
ど

問
合
せ
先　
子
育
て
支
援
課　

☎
３
４ｰ

8
7
2
5

と　
き　
１
月
10
日（
月
）午
前
９
時
～
午
前
11
時

と
こ
ろ　
式　
　
典　

 

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
消
防
署
丹
生
分
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
午
前
９
時
～
）

　
　
　
　

分
列
行
進　

 

劔
神
社
前
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
午
前
10
時
10
分
～
）

　
　
　
　

一
斉
放
水　

 

越
前
町
織
田
文
化
歴
史
館
駐
車
場

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 （
午
前
10
時
45
分
～
）

参
加
人
員　
約
２
５
０
人（
消
防
団
・
女
性
消
防
隊
）

参
加
車
両　

13
台

消
防
団
員
、消
防
車
両
に
よ
る
分
列
行
進
お
よ
び

一
斉
放
水
を
是
非
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

劔
神
社
周
辺
に
お
い
て
交
通
規
制
が

か
か
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

予
備
自
衛
官

一
般（
男
・
女
）

　

資
格　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

技
能（
男
・
女
）

　

資
格　
18
歳
以
上
で
、保
有
す
る
技
能
に
応
じ
53
歳
～
55
歳
未
満

受
付
期
間　
１
月
11
日（
火
）か
ら
４
月
６
日（
水
）ま
で

幹
部
自
衛
官

一
般
幹
部
候
補
生（
男
・
女
）

　

資
格　

20
歳
以
上
26
歳
未
満

　
　
　
　
（
22
歳
未
満
の
人
は
大
卒（
卒
業
見
込
み
））

受
付
期
間　
２
月
１
日（
火
）か
ら
５
月
６
日（
金
）ま
で

【
陸
・
海
・
空　
自
衛
官
候
補
生（
男
・
女
）は
、随
時
募
集
中
で
す
。】

問
合
せ
先

自
衛
隊
福
井
地
方
協
力
本
部
・
越
前
地
域
事
務
所

☎
２
２ｰ

６
１
３
９

工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主管課

平成22年度町道米ノ厨線道路改良工事 6,909,000 円 橋本建設㈱ 建設課

平成22年度宮崎コミュニティセンター外構工事（その２） 9,240,000 円 レイホク建設㈱ 行政改革推進室

平成22年度宮崎コミュニティセンター外構工事（その１） 6,520,500 円 國成建設㈱ 行政改革推進室

平成22年度宮崎コミュニティセンター外構工事（その３） 6,510,000 円 レイホク建設㈱ 行政改革推進室

平成21年度（繰）案内標識設置工事 4,294,500 円 ㈱山本工務店 商工観光課

平成22年度滅菌室改修工事 3,150,000 円 ㈱住榮 織田病院事務局

平成22年度県単漁港修築事業米の浦漁港修築工事 2,751,000 円 ㈱美也 水産振興室

平成22年度円満地区排水路整備工事 3,979,500 円 木村建設㈱ 農林水産課

平成22年度 工事等発注一覧 (250万円以上 ) 11月16日～ 12月15日 と　
き　
１
月
23
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分

と
こ
ろ　
劔
神
社　
　
　
　
　
　
　

参
加
人
員　

約
１
０
０
人　

参
加
車
両　

４
台

問
合
せ
先　

丹
生
分
署　
　

☎
３
６ｰ

０
１
１
９

　
　
　
　

朝
日
分
遣
所　

☎
３
４ｰ

０
１
１
９

　
　
　
　

越
前
分
遣
所　

☎
３
７ｰ

０
１
１
９

あ
な
た
の
命
を
守
る
の
が

住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。

（
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に

　
　
　
　

  

設
置
が
義
務
付
け
）

文
化
財
防
火
デ
ー
に
と
も
な
い

防
ぎ
ょ
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す

▲劔神社

※がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行います。
※子宮がん検診は20歳以上の人、乳がん検診は40歳以上の人が対象です。
※当日、40歳以上の人は大腸がん検診（便潜血検査）も実施します。今年度未受診の人、手元に容器があ

り未提出の人はぜひご提出ください。
※子宮がん・乳がん検診のクーポン券をお持ちの人、昨年度未受診の人は、ぜひ受診してください。

　受診ご希望の場合は、必ず予約をお願いします。

健康増進室  ☎36−1375　保健衛生課  ☎34−8710申込み・問合せ先

実 施 日 会　　　場 子宮がん
乳がん検診

１月２２日㈯ 越前町役場 13:15 ～ 14:15

２２年度子宮がん・乳がん検診はもうお済みですか？

　

12
月
19
日
、役
場
で
第
35
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、応
募
の
あ
っ
た
71
点
の
作
品
の

中
か
ら
、ポ
ス
タ
ー
部
門
は
、坂
井
敬
治
さ
ん（
福
井
市
）の

「
花
火
に
く
ぎ
づ
け
」、写
真
部
門
は
、前
田
由
加
里
さ
ん（
福

井
市
）の「
真
夏
に
舞
う
」が
越
前
町
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

な
お
、入
賞
さ
れ
た
方
々
の
作
品
を
、朝
日
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
に
て
、１
月
12
日（
水
）か
ら
１
月
23

日（
日
）ま
で
展
示
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

《
ポ
ス
タ
ー
部
門
》

【
推
薦
】越
前
町
長
賞	

坂
井　

敬
治（
福
井
市
）

《
写
真
部
門
》

【
推
薦
】越
前
町
長
賞	

前
田
由
加
里（
福
井
市
）

【
特
選
】あ
さ
ひ
ま
つ
り
実
行
委
員
長
賞	

吉
川　

悦
郎（
坂
井
市
）

　
　
　

越
前
町
商
工
会
長
賞	

小
林　

利
秋（
福
井
市
）

　
　
　
越
前
町
朝
日
観
光
協
会
長
賞	

長
谷
川
礼
子（
鯖
江
市
）

　
　
　

福
井
新
聞
社
賞	

山
岸　

哲
夫（
越
前
市
）

　
　
　
福
井
県
カ
メ
ラ
商
組
合
長
賞	

塚
田　

玲
子（
鯖
江
市
）

【
入
選
】（
越
前
町
）嵐　
　

清
市	

（
鯖
江
市
）坪
井　

信
治

　
　
　
（
福
井
市
）江
守　

伸
二　
　

堀
川
あ
け
み

　
　
　
　
　
　
　

前
田　

繁
雄	

村
田　

清
和

　
　
　
（
坂
井
市
）小
島
英
一
郎	

谷
川　

竹
義

　
　
　
　
　
　
　

森
岡　

昭
七　
　

　
　
　
（
あ
わ
ら
市
）藤
木　

文
子

あ
さ
ひ
ま
つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
者
発
表

＜越前町長賞受賞作品＞

「花火にくぎづけ」

「真夏に舞う」

（
敬
称
略
）
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１
月
15
日（
土
）～
30
日（
日
）の
期
間「
水
仙
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
の
土
日
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、爽
や
か
な
香
り
の「
越
前
水
仙
」や
、冬
の

味
覚
の
王
様「
越
前
が
に
」を
楽
し
め
る
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
水
仙
園
フ
ェ
ア

　

１
月
22
日(

土)

・
23
日(

日)

午
前
9
時
半
～
午
後
4
時
半

　

越
前
町
ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
駐
車
場

●
水
仙
・
カ
ニ
フ
ェ
ア

　

１
月
29
日(

土)

・
30
日(

日)

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

越
前
町
ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
駐
車
場

●
千
枚
田
水
仙
園
フ
ェ
ア

　

１
月
30
日(

日)

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

越
前
町
梨
子
ヶ
平　

棚
田
水
仙
館

問
合
せ
先　
越
前
町
観
光
協
会　

☎
３
７ｰ

１
２
３
４

　

普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い「
越
前

岬
灯
台
」の
内
部
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

　

越
前
町
の
沖
合
い
を
航
行
す
る
船
舶
の

道
し
る
べ
と
し
て
大
切
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
灯
台
の
内
部
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

皆
さ
ん
、ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

と　
き　
　

１
月
22
日（
土
）

　

蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
に
合
わ
せ
て
当
日
吟
行
投
句
を
行
い
ま
す
。

　

大
賞
に
選
ば
れ
た
人
に
は
、越
前
町
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
　
　
き　
１
月
29
日(

土)

投
句
箱
設
置　
午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時
ま
で

表　
彰　
式　
午
後
１
時
30
分
か
ら

投
句
会
場　
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド

表
彰
式
会
場　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
越
前
分
館

※
午
前
９
時
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
前
駐
車
場(

水
仙
カ
ニ
フ
ェ
ア
会
場)

か
ら
、越
前
町
生

　

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
越
前
分
館
経
由
で
、越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
に
送
迎
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　

☎
３
４ｰ

２
０
０
０

　

40
年
の
長
き
に
わ
た
り
越
前
海
岸
の
写
真
を
撮
り
続
け
て
き
た
堀
江
柾
夫
氏
の
写
真
展
が

開
か
れ
ま
す
。

日　
時　
１
月
18
日（
火
）か
ら
１
月
23
日（
日
）ま
で

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で(

最
終
日
は
午
後
４
時
終
了)

場　
所　
福
井
県
立
美
術
館　

貸
展
示
室
／
入
場
無
料

第
36
回
水
仙
ま
つ
り

「
越
前
岬
灯
台
」
一
般
公
開
！

越
前
水
仙
ラ
ン
ド
で
一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か

堀
江
柾
夫
写
真
展
「
海
と
里
の
記
憶
」

開
催
期
間　
1
月
5
日（
水
）～
2
月
3
日（
木
）

（
期
間
中
の
休
館
日　

11
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日
）　

開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）

会　
　
場　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
ロ
ビ
ー

開
催
期
間　
常
設

休
館
日　
月
曜（
休
日
除
く
）　

休
日
の
翌
日（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）　

12
／
28
～
1
／
4

開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）

会　
　
場　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
ロ
ビ
ー

開
催
期
間　
1
月
5
日
～
10
日
、12
日
～
16
日
、18
日（
期
間
中
の
休
館
日 

11
日
、17
日
）　　

開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）

会　
　
場　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
ロ
ビ
ー
受
付

珈
琲
時
間 G

allery

好
み
の
越
前
焼
で
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る
！
珈
琲
サ
ロ
ン

新
春 「
ふ
く
い
の
干
支
う
さ
ぎ
」
工
芸
展

作
家
39
人
の
作
品
１
０
５
点
が
勢
ぞ
ろ
い

先
着
入
館
者
10
人
に
越
前
陶
芸
村
の
絵
は
が
き
3
枚
を
進
呈

  「Coin Café 

越
前
焼
で
珈
琲
時
間
」

（
越
前
町
商
工
会
の
ふ
る
さ
と
消
費
拡
大
第
2
弾
セ
ー
ル
参
加
事
業
）

越
前
焼
・
越
前
漆
器
・
越
前
和
紙
・
越
前
竹
人
形
な
ど

ふ
く
い
の
様
々
な
う
さ
ぎ
工
芸
品
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

1
月
の
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
イ
ベ
ン
ト
情
報
入館
無料

『ｅ～子』な越っちゃん

①③

②④

第5話

お
〜
い
！

越
っ
ち
ゃ
ん
！

早
く
し
な
い
と

劔
神
社
に
初
詣

お
い
て
く
ぞ
ぉ
〜
!! は

〜
い  : 

）

？W
ho are you

？

私
を
呼
ぶ
の
は
？

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

と
よ
く
い
い
ま
す
ね
！

何
事
も

最
初
が
大
切
で
、

最
初
の
計
画
が

駄
目
だ
と
物
事
が

上
手
く
い
か
な
い
。

と
い
う
こ
と

ら
し
い
で
す
よ
。

と
！
い
う
こ
と
で
、

平
成
23
年
の
私
の

計
画
は
と
い
う
と
・・

お
い
し
い
も
の
を
い
っ
ぱ
い

食
べ
て
、か
わ
い
い
お
洋
服
を

き
て
、い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、

お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
に

怒
ら
れ
な
い
こ
と
!!

※
荒
天
お
よ
び
業
務
の
都
合
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

擦れすれの位置で見守る家族愛　　　　　　山田千栄子
母の愛ダイヤには無い輝きが　　　　　　　山田　幸枝

猫が呼ぶ声で目覚める冬の朝　　　　　　　松村　典子
目覚めれば何と嬉しい朝に会う　　　　　　武藤　久子



え
ち
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A
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1月の越前町関連の番組放送時間表
地域ふれあいチャンネル（2CH）（アナログ2ch・デジタル091ch）

※番組は予告なく変更されることがありますので、
　ご了承ください。
問合せ先
　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　☎21−3277

Q：住民税の住宅ローン控除を受けるためには、申告が必要ですか？

A: 平成20・21年度までは、申告が必要でしたが、平成22年度以降は、年末調整や確定申告されて
いる場合、申告は原則不要になりました。

　 ただし、確定申告書や事業所から提出される給与支払報告書に、住宅借入金等特別控除可能額や
入居開始年月日等の記載がない場合、対象にならない場合があります。ご注意ください。

Q：私の父は、老衰のため日常生活において介護が必要な状況です。障害者手帳は持っていませんが、
父について障害者控除は受けられますか。

A: 障害者控除を受けられるケースとしては、障害者手帳の交付を受けている場合が一般的ですが、
障害者手帳の交付を受けていない場合でも、常に就床を要し、複雑な介護が必要な人や、精神又は
身体に障害のある65歳以上の人で障害の程度が障害者に準ずる者として市町村長により「障害
者控除対象者」の認定を受けている場合は障害者控除が受けられます。

　 上記の認定について詳しくは高齢福祉課（☎34 ｰ 8711）にお問い合わせください。

Q：私の妻は、年金から介護保険料等が天引きされていま
す。妻は私の配偶者控除の対象に当てはまりますが、こ
の場合、妻の年金から天引きされている介護保険料等
を、私の社会保険料控除の申告に追加できますか。

A: 介護保険料等、年金から天引きされている社会保険料
は、年金受給者自身がお支払されている社会保険料にあ
たります。よって、別の人（家族を含む）の申告に追加す
ることはできません。ご自身の申告のみに利用するこ
とができます。

◎住民税の住宅ローン控除について

◎障害者控除について

◎社会保険料控除について

問合せ先　税務課　☎34 ｰ 8709

◎辻・裏々
越前町境野編
 10：15 ～ 10：30 （1/15 ～ 21）
 15：15 ～ 15：30 （1/15 ～ 21）
 21：15 ～ 21：30 （1/15 ～ 21）

◎ひと、くらし輝いて
宗生流剣詩舞道会あさひ
 9：45 ～ 10：00 （1/29 ～ 2/4）
 14：45 ～ 15：00 （1/29 ～ 2/4）
 20：45 ～ 21：00 （1/29 ～ 2/4）

◎Ｊｒ［ジュニア］
輝ける丹南の星
ホッケージュニアユース U-16代表選手  ほか
 9：30 ～ 9：45 （1/1 ～ 11）
 14：30 ～ 14：45 （1/1 ～ 11）
 20：30 ～ 20：45 （1/1 ～ 11）
ドッジボールでハッスル！
萩野シーズンスポーツ少年団
 9：30 ～ 9：45 （1/12 ～ 18）
 14：30 ～ 14：45 （1/12 ～ 18）
 20：30 ～ 20：45 （1/12 ～ 18）

消費せいかつ

情 報 便
その10

消費者行政相談のまど

パート8

消費者生活の
ご相談は…

総務課 消費生活相談窓口  ☎34－8700
福井県消費生活センター　☎0776－22－1102
消費者ホットライン　　　☎0570－064－370

　「必ずもうかる」「高配当」「値上がり確実」と利益ばかりを強調し、金融商品などの購入を勧誘し、銀
行預金の金利が低い近年の消費者心理につけ込んだ商法のことを「利殖商法」といいます。また、「誰
でも簡単に高収入が稼げる」と言って勧誘し、販売組織に加入させて商品などを購入させ、会員が新
規の加入者を勧誘すると手数料が入り、自分が勧誘した加入者がさらに新たな加入者を増やすこと
でどんどん手数料も増えていくとうたう商法のことを「マルチ商法」といいます。

　「上場間近で必ずもうかる」と勧められて未公開株を購入したが、上場予定時期をすぎても上
場せず、取引をした会社とも連絡が取れなくなってしまった。

　夫の退職金を元手にニュービジネスへの投資をすすめられ、「元本保証の当社に運用を任せ
ていただければ1年で倍にします」との言葉に、老後の生活費に不安もあり、元本保証であれば
と投資したが…

　「月に100万円の収入になる」と友人に誘われ、販売組織に加入。クレジットで健康食品を
購入したが、加入者が見つけられず大量の在庫とローン返済だけが残った。

利殖商法・マルチ商法とは？

未公開株を購入し、上場間近でもうかるはずが・・

投資をすすめられ、元本保証であればと・・・

加入者が見つけられず在庫とローン返済が残り・・・

利殖商法・マルチ商法

◎知らないなら手を出さない
自分に十分な情報や知識がないと思われる投資などはしないのが賢明です。

◎「絶対もうかる」「元本保証」に注意
出資の話で「絶対もうかる」「元本保証」という言葉を使うのは違法です。

◎「簡単」に惑わされない
甘い宣伝文句を信用せず、簡単に高収入は得られないという冷静な判断力を持ちましょう。

◎先行投資の要求には応じない
仕事を始める前にまず自分がお金を支払う、というしくみの仕事は詐欺の危険性が高いので、要注意！

手口１

手口２

手口３

利殖商法・マルチ商法から身を守るために

現代っ子世間の擦れが早くなる　　　　　　山内　千代
環境変え輝く笑顔取り戻す　　　　　　　　山谷　ゆり

大根の目覚めおでんになってから　　　　　司辻　文子
老いたかな夜中に目覚め不眠症　　　　　　向当みつ子



新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

（
敬
称
略
、
12
月
15
現
在
）

（
敬
称
略
、
12
月
15
現
在
）

え
ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
六
十
九
回

東
内
郡　

宮
本　

琴こ
と

葉は 

（
義
教
、
女
）

宝
泉
寺　

木
本　

心し
ん

太た 

（
圭
一
、
男
）

青　

野　

荒
木　

梨り

杏あ 

（
隆
徳
、
女
）

樫　

津　

武
藤　
　

樹
た
つ
き 

（
明
彦
、
男
）

樫　

津　

熊
谷　
　

悠は
る 

（
亮
、
男
）

左　

右　

作
藤　

海み

月つ
き 

（
智
彦
、
女
）

小　

樟　

木
下　

恵け
い

吾ご 

（
剛
、
男
）

　

厨　
　

堤　

満ま

里り

江え 

（
浩
二
、
女
）

　

中　
　

宇
野　

稜
り
ょ
う

翔と 

（
敬
則
、
男
）

内　

郡　

寺
坂
　
隆
平 

（
87
歳
）

佐
々
生　

髙
田
は
る
の 

（
98
歳
）

下
糸
生　

　
﨑
　
民
雄 

（
86
歳
）

小
曽
原　

古
川
　
　
壽 

（
78
歳
）

江　

波　

山
越
　
一
郎 

（
79
歳
）

樫　

津　

竹
内
ト
ミ
子 

（
87
歳
）

八　

田　

井
上
　
　
悟 

（
95
歳
）

梅　

浦　

藤
澤
コ
ト
エ 

（
89
歳
）

梅　

浦　

岩
﨑
　
康
彦 

（
56
歳
）

大　

樟　

中
橋
　
敏
雄 

（
76
歳
）

道　

口　

盛
也
　
サ
ダ 

（
98
歳
）

三　

崎　

石
田
　
　
正 

（
85
歳
）

　

毎
年
、初
詣
に
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る

劔
神
社
を
バ
ッ
ク
に
、来
年
の
干
支
の
卯
で

す
。

　

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、平
成
２
２
年
は
、

ど
の
よ
う
な
１
年
で
し
た
か
？

　

い
い
こ
と
が
あ
っ
た
人
も
そ
う
で
な
い
人

も
、新
し
い
年
を
迎
え
る
と
い
う
の
は
、と
て

も
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。

　

せ
っ
か
く
で
す
か
ら
夢
の
あ
る
話
題
を
。

み
な
さ
ん
、【
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
】昨
年

分
の
未
換
金
が
い
く
ら
ぐ
ら
い
あ
る
か
ご
存

じ
で
す
か
？
な
ん
と
26
億
５
千
万
円
! !
あ

る
そ
う
で
す
。
換
金
期
限
は
、平
成
23
年
１

月
４
日
ま
で
! !
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
そ
の
一

部
が
、み
な
さ
ん
の
お
宅
に
も
眠
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年
の
分
は
、も
ち
ろ

ん
の
こ
と
去
年
の
分
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
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1
月
16
日（
日
）	

橘
医
院	

３
６ｰ

０
０
１
５

1
月
23
日（
日
）	

渡
辺
内
科
医
院	

３
４ｰ

５
５
１
５

1
月
30
日（
日
）	

織
田
病
院	

３
６ｰ

１
０
０
０

2
月
6
日（
日
）	

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院	

３
２ｰ

２
７
７
４

2
月
11
日（
金・祝
日
） 

織
田
病
院	

３
６ｰ

１
０
０
０

2
月
13
日（
日
）	

藤
田
医
院	

３
４ｰ

０
０
４
４

休
日
当
番
医

注
）
診
察
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。	

注
）
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

人口と世帯
（12月1日現在）

人　口	 24,075人

　男	 11,638人
　女	 12,437人
世帯数	 7,292戸

（前月より38人減）

応
永
年
間
（
一
三
九
四
～
一
四
二
八
）

　
　
幸
若
舞
の
始
祖
、
桃
井
直
詮
が
生
ま
れ
る
。

　

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
全
国
で
曲く
せ

舞ま
い

と
い
わ

れ
る
芸
能
が
流
行
し
た
。
曲
舞
は
拍リ

ズ
ム子

に
合
わ
せ
て
長
い
物
語

を
舞
い
な
が
ら
語
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
鼓つ

づ
みを

用
い
、
二
人

で
演
じ
る
。

　

一
五
世
紀
に
な
る
と
、
各
地
で
声

し
ょ
う

聞も
ん

師じ

と
呼
ば
れ
る
歌
い
手

が
活
動
し
、
越
前
・
若
狭
・
加
賀
・
山
城
・
近
江
・
河
内
・
摂
津
・

美
濃
・
三
河
・
江
戸
な
ど
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
曲
舞
の
う
ち
、
も
っ
と
も
大
き
な

勢
力
を
誇
っ
た
の
が
、
幸
若
舞
で
あ
る
。

幸
若
舞
の
誕
生

　

幸
若
舞
は
、
桃も
も

井の
い

直な
お

詮あ
き

に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
。
直
詮
は
幼

名
を
幸こ

う

若わ
か

丸ま
る

と
い
い
、越
中
国
守
護
の
桃
井
直
常
の
孫
と
し
て
、

丹
生
郡
法
泉
寺
村
（
越
前
町
宝
泉
寺
）
に
生
ま
れ
た
。
幼
い
と

き
か
ら
比
叡
山
に
登
り
学
問
を
学
び
、
容
貌
・
音
声
と
も
に
す

ぐ
れ
、
名
声
を
得
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

つ
い
に
は
、後
花
園
天
皇
の
御
前
で
舞
を
披
露
し
絶
賛
さ
れ
、

以
後
、
幸
若
舞
は
猿
楽
な
ど
他
の
芸
能
と
は
別
格
に
位
置
付
け

ら
れ
た
。
後
に
、
直
詮
は
越
前
に
所
領
を
得
て
、
西
田
中
村
・

法
泉
寺
村
（
越
前
町
西
田
中
・
宝
泉
寺
）
に
居
住
し
た
。

　

嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七
）
の
「
天
王
社
御
幸
供
奉
日
記
写
」

に
「
幸
若
が
舞
を
三
番
行
っ
た
」
と
の
記
事
が
み
え
、
幸
若
舞

と
天
王
社
（
八
坂
神
社
）
の
深
い
関
係
が
う
か
が
え
る
。
こ
の

史
料
は
、
幸
若
舞
に
関
す
る
も
っ
と
も
古
い
記
録
で
あ
る
が
、

桃
井
直
詮
が
誕
生
す
る
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
年
代
に
疑
問
が

も
た
れ
る
。

　

ま
た
、
西
園
寺
家
の
日
記
で
あ
る
『
管か

ん

見け
ん

記き

』
に
よ
る
と
、

嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
に
「
幸
若
の
二
人
が
舞
い
、
非
常
に

感
激
し
た
」
と
、
京
都
の
貴
族
の
間
で
幸
若
舞
が
評
判
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
桃
井
直
詮
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
幸
若
舞
は

都
で
大
流
行
し
た
。
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
武
士
た
ち
が
幸
若

舞
を
愛
好
し
、
手
厚
い
保
護
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
戦
国
大
名
と
幸
若
舞
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
機
会

に
お
話
し
た
い
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

12
月
第
71
号
9
ペ
ー
ジ
の｢

Ｊ
Ｏ
Ｃ
カ
ッ
プ

中
学
バ
レ
ー｣

の
記
事
の
な
か
で
、武
藤
加
奈
さ

ん
の
お
名
前
が
武
藤
可
奈
さ
ん
と
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ご
本
人
を
は
じ
め
、ご
家
族
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手を擦る蝿に殺意を見抜かれる　　　　　　上坂　末男
擦り合って善と悪とを選り分ける　　　　　木下百合子

少子化へいのち輝くもみじの手　　　　　　原　　榮子
いい夢の目覚めに今日を賭けてみる　　　　関谷美和子

本の帯コンクール優秀賞作品展示開始 合同読書会の開催
　第５回越前町図書館本の帯コンクールの
作品展示を開始いたしました。宮崎、越前、
織田分館も順次展示しますので、子ども達の
力作をお近くの図書館で是非ご覧ください。
　展示の作品は、小学３年生から中学
2年生までの作品の中から「優秀賞作品
３０点」です。
（展示期間は、各分館でお尋ねください）

　１２月５日、朝日読書会が越前
町立図書館で、合同読書会を開
催しました。１７人の会員が集ま
り、テキストとして玄侑久作「中
陰の花」を選び、読後の感想を
活発に意見交換するなど、活気
あふれるひと時を過ごし、お互い
の親睦を尚一層深めていました。

ＫＡＧＥＲＯＵ	 齋藤　智裕／著
伏	 桜庭　一樹／著
333のテッペン	 佐藤　友哉／著
戦国を終わらせた女たち	 童門　冬二／著
つるかめ助産院	 小川　　糸／著
ねむり	 村上　春樹／著
エチュード	 今野　　敏／著
乙女の日本史　文学編	 堀江　宏樹／著

新着本紹介
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お味噌の便利帳	 川上　文代／監修
江史跡紀行	 小和田哲男／監修
０歳～１歳児の脳を育てる赤ちゃん体操
	 池田由紀江／監修
日本人の日本語知らず。	 清水　由美／著
脳が変わる考え方	 茂木健一郎／著
最期のときを見つめて	 ターシャ・テューダー／文
地獄の沙汰も美女次第	 林　真理子／著

オオカミグーのなつかしいひみつ	
	 きむら　ゆういち／作
うさぎくんとはるちゃん	 おかだ　ちあき／さく・え
かわうそ3きょうだいのふゆのあさ	 あべ　弘士／作
だがしかし	 内田麟太郎／文
ティモシーとサラてづくりケーキコンテスト
	 芭蕉みどり／作・絵

にんじんさんとじゃかじゃかじゃん	
	 長野ヒデ子／作・絵
ツチオーネのおんがえし	 もりた　かず／文
すずちゃんと魔女のババ	 柏葉　幸子／作
お城の魔女	 ルース・チュウ／作
雪のにおい	 高林　潤子／作
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本年も町内図書館をよろしくお願い申し上げます。

▲越前町町立図書館 １階



えちぜんカレンダー 1月16日～2月15日

実　施　日 場　　　所 電話番号
なかよしひろば（園開放）

※時間・内容などについては各保育所（園）にお問合せください。
※参加する児童は保険に加入しないため、安全管理は保護者の責任でお願いします。

納税のお知らせ

消費者生活ホットライン ☎0570ｰ064ｰ370

生後３か月以上６か月未満 町内の指定医療機関 
対　　象　　者 場　　　　所

ＢＣＧ予防接種

生後３か月以上７歳６か月未満 町内の指定医療機関
対　　象　　者 場　　　　所

三種混合予防接種

（第１期）生後12か月以上24か月未満
（第２期）H16.4.2～H17.4.1
（第４期）H4.4.2～H5.4.1

町内の指定医療機関

対　　象　　者 場　　　　所
麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

おはなしひろば

町立図書館織田分館　児童コーナー
場　　　　所

毎月第３土曜日
実施日

14：00～15：00
時　　間

再就職者のための生活就労相談

越前町役場別館

場　　　　所

1月19日（水）

実施日

13：30～16：00

時　　間

問合せ先  福井県求職者支援センター　☎０７７６－３０－０４５１

住民税  第４期
国民健康保険税  第７期
納期限 1月31日（月）

1月12日（水）
1月12日（水）
1月12日（水）
1月13日（木）
1月18日（火）
1月19日（水）
1月25日（火）
1月27日（木）
毎 日
毎 日
毎 日 午 前 中
毎 週 木 曜 日
毎 日 午 前 中
毎 日 午 前 中

朝 日 中 央 保 育 所
宮 崎 中 央 保 育 所
あ さ が お 保 育 園
朝 日 西 保 育 所
陶 の 谷 保 育 所
小 曽 原 保 育 所
朝 日 北 保 育 所
朝 日 南 保 育 所
城 崎 南 保 育 所
西 徳 寺 保 育 園
四 ヶ 浦 保 育 園
織 田 保 育 所
た い ら 保 育 園
は ぎ の 保 育 園

34－0081
32－2067
34－1110
34－5602
32－3014
32－2039
34－1762
34－1614
39－1801
37－1354
37－0305
36－0160
36－0251
36－0396

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所

1

17日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

18日（火）
心配ごと相談

１３：００～１６：００ 宮崎保健センター（江波）
１３：００～１６：００ 越前地域福祉センター（梅浦）

無料法律相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
19日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

20日（木）
精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034

１３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

1歳６か月児健診 １3：3０～１４：３０ 朝日保健センター（朝寿殿）
21日（金） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
24日（月） 結婚相談 １３：0０～１6：0０ 越前町社会福祉センター（西田中）
25日（火） 3歳６か月児健診 １3：3０～１４：３０ 朝日保健センター（朝寿殿）

26日（水）
子育てサロン

９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
１０：００～１１：３０ 宮崎保健センター（江波）

精神相談員によるこころの健康相談
＊予約制：保健衛生課　☎34-8710

１３：３０～１４：３０ 宮崎保健センター（江波）

28日（金）
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
心配ごと相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所
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1日（火） 心配ごと相談
１３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
１３：００～１６：００ 宮崎保健センター（江波）
１３：００～１６：００ 越前地域福祉センター（梅浦）

2日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

3日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034

１３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

4日（金） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
7日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

9日（水）

子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
悠々いきいきサロン（男性）
内容：バレンタイン企画 愛する家族のためにお菓子作り＆
ワンポイント介護術

９：３０～１１：3０ 宮崎保健センター（江波）

14日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

15日（火） 心配ごと相談
１３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
１３：００～１６：００ 宮崎保健センター（江波）
１３：００～１６：００ 越前地域福祉センター（梅浦）
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再生紙を使用しています

（越前町交通安全町民指標）
私たち越前町民は、海土里（みどり）を大切にし　事故一つない町を目指します！
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